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力をかければTc は下る0 10Kaも皿 の圧力をかけて､Tc は0･2-0･4oX L
か下 らないが,各 elemenもに共通 した性質が あるので=興味深 い0第 1図に示
すように､nOntransiもionmetalについては
den(q3/erp




















































を説明できるか詞ぺてみる｡ (以下,Moreli.Uぬ deronを餌.A. と略すC)
§2.Theory
M.A. はNo町を次のように与えたO













metal に対 してjellitm mOdelをと｡､ )の式の中で,C芸-書芸V02と
おいているためであるo Csは音速,Mはionnasa mはelectronmass･
Ⅴ.,はFermivelociもyであるO この組係式は値 については正 しい･'Fl_
pressureeffecも に於ては正 しくないO両辺を体積で数分すれば
denvo2 2
左辺-磨 -2(- TG弓 )--3･3, 右辺- - -一一･denv 3
暮1
となり一致しないo ここで 屯 はGruneisenconsもan七･であるo 音速 の正二




1 NZ･2 _r ks2 ､2〕>
~ 2MCs2NfO)t LkB2+q2ノ aーv･
(4)




に寄与す るelectronのmOmen如m kFermi_mo王道nもu皿に近い値 をもつoこ
このようにすれば､･phononの甲Omenもumspaceでの平均のWeiさか･もはKに
比例す る｡ tJ通こ1appprocess を入れたときにも､N.or皿al.pTOCeSSと同
様の甘eightが成 り立つ として.
≡⇒Ri 〕 >ks2 ､2､ foqD(k82+q2
ks2+q2 ノ ーav･ iqDqaq
となるoufo)Ⅴ を体積で数分すると､
P=den(i-㌔) N(o)Ⅴ十㌔denl- jE兼 denj;X































こ･こで､ TG ニー denβ/dCrlV, 9-denr/deny-denNto)/dCnv+1,
で Tは electr(嘉ic specificIleaも consもant であるo gの値 は例えば､
T占-と王ⅠO の presSuredependenceの実験か ら,BCS や助けを得て求め
ること.ができる㌔)㌔
nontranBiもion meもalについて､ 甲を第 1表にまとめるO
四滴Ⅴ は実験値を用いたoN(a)Ⅴ･ p煮･k芸/4kDZ は 3) より引用したe rG
は4)より引用したO又 co叩preSBibili七y から得たTG を用いた. これらに

























Tc rG. ㌔he瓜 . .& 革 紐 .魯 dx,.
(繁)L~ LrJ-Ax lOy蝕1x~.405OR/血 x:_10%Ⅳ由m
AC I.19 -1.96 3.4 i.36--_-2.~8 増.9ji).2
‡n 3.41 1一60 2.4 2.39 - 5.←4 ｢生.3=出).2
.Sn 3.†3∴ 1.85 2.3 1.畠1 -.｢与-0-丁句.6二田.1
PP 7.19 1_1-2 0.47 2..28 - 1.-4-増.既出)._W
Zn 0.91 2.15 ･0ー 05 1.64- 0,2畢 ｢1-6±0,4
工.dr-.fig 4.15こ (3.00) 1.8 3●47. - 2.2. -3.7QtO.(追



















































班.A.ではt触 1appproceSS を考慮 しなかったため_墳故の超伝導への寄








は !.Nt轟 く 【竺 ･eq)U和 2,av. t9}
となるo 1/a,iはphononの frequenGy SPeCもruロ に於て､ロ鹿lapp
process をー通 してooupieする横波と･NormalprQCeSS･也 app
proceSSを通 してooupleする巌波に適当なweioghBを.つけて平均した もの
である｡ (望･eE)2はKのqに平行な鼠分とL垂直な成分の帝で､7琵チ+K2sin20






に主に効 くのは ,G_であることがわかったが,それが )の式の中で分母のC芸
からくることについては両者で共通している¢従って,f4)式を用いて圧力効果
を調べることは十分意味があり､イ芳醇でき るα








cL はIatもiceのBPeCificheatであるC 一方cozHpressibility の
nonlin埠riもyか らSlaterの方法 6互 短を求めることができるo Lかし常
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温で二つの方法で求めた 丁♂ミ一致しないnetaW 多い｡それま熟力学的に得た 75
はTMejq'紐 C,毘/kT)-liの分布に従ってできたphononについて平均をとっ
ているーのに対し､C喝preSSibiliもy から得 られる･Td:紘,あたか も
frequencyが零のphononをみているといえ.a 主 登 って低温JT･は熱力学的に
得た礎まco甲reSSibiliもy から得られる短 に近 くなると予想される｡低
温でもhermalexpansionの瀦定はあまり成されておらず､超伝導物質では
pb とAg だけである｡すべてのeleme甲 についてデータが得られないので､
第1宏ではconpressibility か ら得た短 摘 いたo Pb731∴Ae8)につい-
ては､低温の地ermalexpansioncoeffiもienも･ゐ謝意鹿妻用いでilO)
か ら求めると､屯(Pb)- 2･7･ ,a(Ae)- 2･6となり･,蜜こ蕗の雇よ り少し
大きくなるo Lかしぜ;(OD)3iこ比例するので､ 解 きををでLi-.'適 k大き■I












又 Oisen とRo去-rerlliま熟力学的に出撃 して､
vn - vs-vs菜菅 T選 者 )










のFermi 面がBragg 反射面でゆがめ られてお~り､圧力をかけると､そのゆ
がみが更に増 し､実質的に staもedensi七yを下げ ていると考えられるo
柄 Teのa皿0naly な圧力効果に関して､ elastic.oonsもan七が











(喝 ) dTc/dp< 0 の超伝導金属に圧力を十分かければ,!.TG-'Oとする
こと示できるか どうかという問題時,非常に興味あり､ これまで二つの考えが
擾出されている｡01sen 等は一つの element について､圧力を加えていっ
たとき甲が一定であると伎愛 して､
Cn(TC/ OD)
en(Tc/Gdp- o- {認 TP (ll)











で与 え られると仮定したoA . aはconsもanも･Cd に対して､ちfpl の実
験データと比較して
57,000 at皿 ≦ Pc ≦ 70.000atm y
とした｡ しかし実験では26,000 at皿 までしかデータがなく, (12)が実
験曲線 と十分一致しているカナどうかについては決定的なことは言えないOとこ












となるc a, bに於 て､k82･q右 ko2･p ' は圧力に対して一定でな く､
亀 , 9も圧力が大きくなれば減少すると考えられるd LかLaの中では･ 屯
が主に効いており､あまり圧力が大きくなれば､ 短 は変化 しないので､ aは
はは一定 と考えられるこ とができる｡ bに於 ては､p*は圧力によって_あまり
変化せずー主にaによってきまるO従ってbもほぼ一定 としてよいo従って
Nt0)Ⅴ-0となる圧力があまり大 きくない場合には (13)で,/
p- denNto)Ⅴイdehv の定義式に もどして解くと_
1
vtd ′ b ､a




でさえ､ 31%の体蹟変化が必要になるO そのため､.圧力の小 さな寵熟 こ於てと
い う仮定 を悪 くしている.従ってVt由′Ⅴ(0)のord_eresもiⅡlateの滝田にと
.},




Ⅴ-0 に 限 る と い う 緒 論 と は 十 致しない｡
第 3 莞 乾 移 温 度をOokにする捧境変化
a 也 莞撒 .
A C 2 ._3_.~1 ･0.20 Opt.62
Ⅰn 1 ..8.- ･0.i-1.7. 10.46
a - H gSn 1.6 0.-Op6 0一一157 一j o 15 .4 -
§4 結 論 ′
Morel'AndeTSOn の与えたNto〉Ⅴを履いて_その圧力効果を詞べ たO 各
elem血七 について､ rG, 9･の正確な億がわか らないのでーそこから･くる誤
差を考慮 しなければならないが､nontransitionme七alで gおよび
-aTc/dp は実験とかなり良い一致を示したO又 pがele皿ent にあまりよら
ず-ほぼ2･5の値をとるということは-主に T8-がelemen七 にあまりよら
ず､ほは2の櫨をとることに縄額づけられていることがわかったc dTc･-/dp
< 0 より圧力を十分大 きく_すれば､Tc-o lとなる可能性が_bるぶ,圧力･の

















editedbyF.Se主もz andD_. nlrnbull (jbademicPress三nc.
New York 1964)vo1. 16




? a･K-鞄 ite, Phil･地 g･三 , 271(1962)
Ci.K.Ⅶhite,Phil.Mag.6,815(1961a)
9) a_Mikura,Proc.Phys.Ma七h.Soc･_Jaban,23,309(1941)■ _.
10) Varley･J･fI･0, Proc･Roy･Soc･A,237.､41声(1956)
ll)′J.L･olsen andf壬.Rohrer,Helv･fhys.Acもa30,49_■
(1957)
J･L･Olsen andH･Rohrer,Helv･Phys･Acta 33･872
(196¢
12) G･D･Codyを申 ys/Rev･111･1078(1957)
13) N･B･Branaも,N･Ⅰ･Ginもburgand地 karov.SovietPhysics
JFTP 22,61(1966)~~_■
14) Oisen,Bucher, Zevy,沌止Iereta1.,Rev.ModernPhys.
3ql).168(1964)
1.5).N･B･Brandも孤dN･I･Ginzburg,JE肝 44,47.8(1963)
16)-N･B･BrandtandN･L Gin乙burg･J甲 46,,ユ2才6也964)･
17) VIIJ･GinBburg,Jm 44,2104(1963),SovieもPhys.JE甘P
17, 1415(1963)
-236-
